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北
洋
漁
業

の
新
段
階
ミ
経
管
機
構

A 
7 

回

清

日
ソ
漁
業
暫
行
協
定
は
モ
ス
ク
ワ
に
於
て
、
奮
臨
三
十
一
日
午
後
十
一
時
ハ
日
本
時
間
元
旦
午
前
六
時
)
調
印
さ
れ
た
。
外
務
省

情
報
部
費
表
に
依
れ
ば
、
協
定
の
内
容
は
大
韓
昭
和
十
四
年
。
通
り
で
あ
る
が
ソ
聯
邦
側
は
昭
和
十
五
年
中
に
長
期
本
保
約
を
締
結

し
て
本
協
定
に
代
ら
し
む
る
趣
旨
の
規
定
を
設
く
る
と
と
に
も
同
意
し
た
と
云
ふ
。
長
期
本
保
約
締
結
の
交
渉
は
去
る
昭
和
十
一
年

五
月
、
日
ソ
漁
業
一
保
約
(
腕
時
特
一
語
…
)
の
一
醸
の
期
限
満
了
に
際
し
て
進
渉
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
日
調
防
共
協
定
が
突
如
影

響
し
て
正
式
調
印
を
見
る
に
至
ら
や
、
爾
来
暫
行
協
定
を
以
て
漁
業
保
約
の
効
力
を
延
長
す
る
と
と
五
回
、
五
ヶ
年
聞
に
亘
っ
て
ゐ

る
。
共
の
聞
日
ソ
聞
に
は
執
劫
友
漁
業
紛
争
が
反
復
惹
起
し
、
昨
年
の
如
き
は
漁
一
極
の
接
収
、
安
定
漁
医
の
競
賀
、
倍
直
料
の
値
上

等
、
漁
業
樫
の
根
抵
を
脅
か
す
重
大
峰
件
を
遺
し
た
の
み
友
ら
や
、
漁
業
現
地
ゾ
聯
邦
官
憲
の
墜
迫
極
度
に
建
し
北
洋
漁
業
の
経
替

は
暗
携
を
極
め
た
の
で
あ
っ
た
。
北
洋
は
千
島
梓
太
方
面
の
探
検
角
一
適
時
代
か
ら
日
ソ
雨
民
族
競
争
の
舞
蓋
で
あ
り
、
日
ソ
漁
業
の

蟻
烈
友
競
争
も
腫
・
史
的
に
見
て
兎
れ
難
い
と
と
ろ
で
あ
ら
う
。
又
最
近
の
複
雑
多
端
友
園
際
情
勢
に
鑑
み
る
‘
な
ら
ば
、
日
ソ
闘
係
が

般
令
一
時
沈
静
し
て
も
夫
れ
は
必
歩
し
も
常
態
的
安
定
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
一
試
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
ソ
聯
邦
は
大
五
十

四
年
北
京
僚
約
に
於
て
一
，
一
九

O
五
(
明
治
三
十
八
〉
年
ノ
ポ
l
ツ
マ
ス
保
約
ガ
完
全
エ
効
力
ヲ
存
績
ス
ル
コ
ト
ヲ
約
」
し
た
の
で

あ
っ
て
、
永
久
に
我
が
閣
と
漁
業
保
約
開
係
を
穂
積
す
る
と
と
は
ポ
I
ツ
マ
ス
僚
約
に
基
づ
く
ソ
聯
邦
の
義
務
で
あ
る
。
昨
年
九
月

北
洋
漁
業
の
新
段
階
と
絡
郡
山
機
構

五.



北
洋
漁
業
の
新
段
階
と
務
管
機
構

3i. 
四

の
ノ
モ
ン
ハ
ン
停
戦
協
定
以
来
日
ツ
闘
係
は
漸
く
正
常
化
の
歩
を
辿
り
、
今
回
暫
行
漁
業
協
定
の
成
立
と
共
に
長
期
新
漁
業
保
約
締

結
の
策
運
に
建
し
た
と
と
は
、
北
洋
漁
業
の
新
段
階
と
稿
し
て
過
一
一
一
-
一
口
で
あ
る
ま
い
。

新
漁
業
保
約
の
内
容
と
し
て
第
一
に
期
待
さ
れ
る
の
は
漁
直
の
競
費
制
度
の
底
止
で
あ
る
。
現
行
漁
業
保
約
に
依
れ
ば
「
漁
直
ノ

貸
付
ハ
競
買
=
依
リ
テ
之
ヲ
潟
」
す
を
原
則
と
し
、
漁
匿
の
貸
付
期
聞
は
最
長
五
年
と
た
っ
て
ゐ
る
。
但
し
漁
直
に
大
資
本
が
国
定

し
て
ゐ
る
場
合
、
之
を
屡
々
競
寅
す
る
と
と
は
経
皆
者
に
と
っ
て
不
利
で
あ
り
不
安
で
あ
る
か
ら
、
日
本
漁
業
者
に
劉
し
て
は
期
間

十
ヶ
年
(
割
問
坤
認
)
の
特
別
契
約
漁
直
四
十
四
ケ
所
が
認
め
ら
れ
、
ソ
聯
邦
側
に
は
之
と
交
換
的
に
漁
獲
標
準
高
総
計
二
百
寓
プ

1
ド
以
内
の
漁
匿
を
競
資
に
依
ら
守
し
て
関
替
企
業
に
貸
付
し
得
る
詮
が
聞
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
其
後
大
規
模
の
艦
詰
工

場
、
冷
識
庫
、
冷
凍
工
場
等
が
多
数
増
設
さ
れ
愈

k
E
額
の
費
本
が
漁
直
に
固
定
す
る
に
至
っ
た
。
昭
和
四
年
露
領
漁
直
に
は
日
本

陸
詰
工
場
三
十
一
ケ
所
有
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
四
年
に
は
健
詰
工
場
三
十
四
ケ
所
ハ
八
十
三
ラ
イ
ン
)
冷
蔵
庫
五
十
一
ケ

所
、
冷
凍
工
場
八
ケ
所
と
な
り
、
共
の
償
額
凡
そ
三
百
寓
闘
で
あ
る
。
将
来
若
し
ソ
聯
邦
が
漁
直
競
買
制
度
を
利
用
し
て
日
本
側
漁

業
を
塵
迫
せ
ん
と
す
る
・
な
ら
ば
、
漁
直
問
題
は
従
来
以
上
に
紛
糾
し
日
本
側
が
窮
境
に
陥
る
虞
あ
る
は
明
白
で
あ
る
。
昭
和
七
年
属

国
カ
ラ
ハ
ン
協
定
は
、
首
時
瀕
護
し
た
漁
直
問
題
に
封
す
る
措
置
と
し
て
ソ
聯
邦
園
営
企
業
に
貸
付
け
ら
る
べ
き
漁
匿
の
漁
獲
標
準

総
高
を
前
記
の
二
百
高
プ
l
ド
か
ら
五
百
寓
プ
1
ド
に
引
上
増
加
し
、
日
本
漁
業
者
に
封
し
て
は
所
謂
安
定
漁
直
二
百
八
十
二
ケ
所

を
設
け
之
を
漁
業
保
約
の
存
績
期
間
中
引
績
き
貸
付
ら
る
べ
き
と
と
L

し
た
。
然
し
安
定
漁
直
は
周
知
の
如
く
昭
和
十
四
年
度
暫
行

漁
業
協
定
に
基
い
て
形
式
的
と
は
い
へ
競
資
さ
れ
、
共
の
安
定
性
を
喪
失
し
て
仕
舞
っ
た
。
ソ
聯
邦
闘
替
企
業
に
依
然
五
百
高
プ
l

ド
の
漁
直
が
認
め
ら
れ
る
限
り
、
日
本
側
の
安
定
漁
直
が
競
貧
さ
れ
る
道
理
は
無
い
の
で
あ
る
が
、
其
鹿
が
ソ
聯
邦
の
横
寧
で
あ
っ

た
。
日
本
は
新
な
る
措
置
に
依
っ
て
ソ
聯
邦
閤
営
企
業
に
封
抗
し
漁
直
の
長
期
安
定
た
る
貸
付
を
受
く
る
様
釘
ソ
方
策
を
抽
出
め
ね
ば

な
ら
ぬ
。
漁
業
保
約
を
修
正
し
漁
匝
競
賓
の
原
則
を
麿
止
す
る
と
と
が
今
日
絶
割
に
必
要
た
の
で
あ
る
。



新
漁
業
保
約
の
締
結
に
伴
ひ
圏
内
的
に
首
然
行
は
る
べ
き
措
置
は
、
北
洋
漁
業
の
経
替
を
閤
替
と
し
、
経
管
機
構
を
特
殊
合
祉
と

す
る
と
と
で
あ
る
。
日
ソ
漁
業
保
約
に
は
随
所
に
日
本
漁
業
者
と
ソ
聯
邦
漁
業
者
と
の
均
等
待
遇
の
原
則
を
規
定
し
て
ゐ
る
が
、
夫

は
日
本
漁
業
者
と
ソ
聯
邦
の
私
的
企
業
と
の
均
等
待
遇
の
規
定
に
過
ぎ
友
い
。
漁
業
僚
約
締
結
の
営
時
に
は
ソ
聯
邦
の
漁
業
は
私
的

企
業
を
本
盟
と
し
、
閤
替
企
業
は
例
外
的
存
在
と
し
て
取
扱
は
れ
共
の
経
替
漁
匿
の
漁
獲
標
準
締
高
は
二
百
高
プ
I
ド
以
内
に
限
定

さ
れ
て
ゐ
た
か
ら
、
右
均
等
待
遇
の
原
則
的
規
定
は
共
の
賓
質
を
具
へ
て
ゐ
た
。
然
る
に
共
後
康
国
カ
ラ
ハ
ン
協
定
に
依
り
閤
替
企

業
が
ソ
聯
邦
漁
業
の
本
瞳
と
し
て
損
大
強
化
さ
れ
、
事
情
全
く
一
一
慶
し
た
結
果
、
日
ソ
漁
業
者
均
等
待
遇
の
原
則
に
闘
す
る
規
定
は

事
賓
上
却
っ
て
、
不
均
等
待
遇
の
原
則
の
規
定
に
慶
賀
し
て
仕
舞
っ
た
の
で
あ
る
。
我
が
園
は
須
ら
く
漁
業
保
約
本
来
の
精
神
を
復

活
し
、
漁
匿
の
取
得
闘
係
共
の
他
に
於
て
ソ
聯
邦
闘
替
企
業
と
封
等

ω
地
歩
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
北
洋
漁
業
の
岡
管
化
は

右
目
的
達
成
の
前
提
的
措
置
で
あ
り
、
之
無
く
し
て
漁
業
僚
約
ソ
聯
邦
間
営
企
業
と
劃
等
の
地
歩
を
獲
得
す
る
と
と
は
墜
み
難
い
。

北
洋
漁
業
間
管
化
の
根
本
理
由
は
震
に
此
所
に
存
在
す
る
の
で
る
る
。

日
本
漁
業
者
は
漁
業
僚
約
水
域
K
於
て
本
年
三
百
一
ケ
所
の
漁
障
を
前
年
に
引
績
き
借
受
け
中
で
あ
り
、
し
か
も
共
の
大
部
分

(
二
百
五
十
八
ケ
所
)
は
来
る
昭
和
十
八
年
ま
で
借
受
期
聞
が
櫨
績
す
る
。
日
ソ
関
係
は
正
常
化
の
歩
を
進
め
本
年
度
暫
行
漁
業
協

定
も
平
総
裏
に
成
立
し
た
。
加
之
、
協
同
洲
動
乱
の
勃
蛮
に
依
り
職
出
鮭
鱒
健
詰
市
況
は
躍
動
し
て
、
英
岡
向
紅
鮭
健
詰
債
格
は
一
躍

六
十
乃
至
六
十
五
士
む
を
報
じ
、
鱒
健
詰
も
値
上
り
と
戟
時
需
要
の
増
大
が
後
恕
さ
れ
て
ゐ
る
。
斯
る
事
情
の
下
に
於
て
は
、
北
洋
漁

業
の
関
家
的
統
制
問
題
が
精
も
す
れ
ば
疏
ぜ
ら
れ
る
傾
あ
る
を
免
れ
な
い
。
果
せ
る
哉
、
農
林
省
は
今
議
命
円
に
北
洋
漁
業
統
制
法
案

を
提
出
す
べ
く
之
が
準
備
竣
算
と
し
て
七
百
五
十
高
閣
を
提
出
し
た
が
大
蔵
省
の
第
一
次
査
定
で
金
額
削
除
さ
れ
、
と
れ
が
復
活
要

求
を
迫
つ
て
は
居
た
が
謹
に
同
議
算
は
撤
回
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
液
ぜ
ら
れ
る
。
然
し
北
洋
漁
業
の
統
制
は
漁
業
保
約
の
改
正
と
不

可
分
で
あ
る
。
漁
業
保
約
を
改
正
し
日
本
漁
業
者
が
ソ
聯
邦
閣
総
凸
企
業
と
封
等
の
地
歩
を
獲
ん
と
せ
ば
、
北
洋
漁
業
閲
管
化
の
要
が

北
洋
漁
業
の
新
段
階
と
総
傍
機
構

五
五



北
洋
漁
業
の
新
段
階
と
経
管
機
構

五
六

あ
る
。
北
洋
漁
業
D
園
皆
化
は
、
我
園
が
今
直
面
し
つ
L

あ
る
漁
業
保
約
改
正
の
機
舎
に
於
て
必
十
断
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
魯
漁
業
株
式
禽
枇
共
他
北
洋
漁
業
の
捨
賞
者
は
、
従
来
よ
く
漁
業
権
益
行
使
の
閤
家
的
使
命
を
詮
行
し
て
来
た
の
で
あ
っ
て
、

共
の
功
績
に
劃
し
て
は
何
人
も
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
に
苔
さ
か
な
筈
は
な
い
。
希
求
す
る
も
の
は
蟻
烈
な
国
際
競
争
と
民
枝
封
立

D
賓
情
に
封
臆
す
る
一
一
居
有
力
な
る
経
営
機
構
に
外
・
な
ら
な
い
。
北
洋
漁
業
は
共
の
光
輝
あ
る
隠
史
に
鑑
み
岡
管
と
矯
す
を
至
営
と

す
る
の
み
で
な
く
、
自
由
主
義
粧
精
髄
制
は
線
勤
員
統
制
段
階
に
進
展
し
漁
業
保
約
改
訂
の
機
は
到
来
し
て
、
北
洋
漁
業
機
構
関
皆

化
の
機
運
は
漸
く
熟
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。


